
１ 使用した調査用紙
認知症の方の暮らしアンケート（本人用）
認知症の方の暮らしアンケート（家族/介護者用）

２　調査期間　
令和６(2024)年９月２日～令和６(2024)年12月27日

191（本人用：58、家族/介護者用：133）
４　結果
【回答者の状況】

認知症の方の暮らしアンケート調査結果

３　回答数

令和６（2024）年度

1

5

16

27

9

15

32

33

29

20
1

0 5 10 15 20 25 30 35

40歳代以下

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳代

年代

本人 家族/介護者

人

18

40

44

73

0 20 40 60 80

男性

女性

性別

本人 家族/介護者

人

アルツハイマー型認知症

60%

血管性認知症

4%

レビー小体型認知症

14%

前頭側頭型認知症

5%

その他

6%

不明

11%

認知症の疾患

15

6

5

45

23

21

14

21

9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

無

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

不明

要介護認定
人



A B C D E 無回答
本人 6 16 28 3 4 1
家族 14 36 61 19 2 1
合計 20 52 89 22 6 2

A B C D E 無回答
本人 14 26 6 3 7 2
家族 39 43 33 9 7 2
合計 53 69 39 12 14 4

A B C D E 無回答
本人 12 24 13 4 4 1
家族 33 26 24 34 14 2
合計 45 50 37 38 18 3

設問１
（本人の）周りのすべての人が、認知症を正しく理解している

設問２
（本人は）希望に沿った保健医療福祉サービスを受けている

設問３
（本人は）自分にとって大切な人に認知症であることを打ち明けることができる

A：とてもそう思う　　B：少しそう思う　C：あまりそう思わない
D：全くそう思わない　E：該当なし
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コメント

・（本人の）周りの全ての人

が、認知症を正しく理解して

いると感じている(AとB)は、

本人、家族ともに約４割弱で

あった。

コメント

・自分にとって大切な人に認

知症であることを打ち明ける

ことができると感じている（A

とB）は、本人が約６割である

のに対し、家族は約４割と差

があった。

コメント

・希望に沿った保健医療福祉

サービスを受けていると感じ

ている(AとB)は、本人は約７

割、家族は約６割であった。
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A B C D E 無回答
本人 9 27 11 4 5 2
家族 22 53 36 13 7 2
合計 31 80 47 17 12 4

A B C D E 無回答
本人 10 30 10 3 3 2
家族 19 46 38 21 8 1
合計 29 76 48 24 11 3

設問５
（本人は）認知症の診断後も様々な技術を用いて、希望を持って

暮らすことができている

設問４
自分の（本人の）思いが尊重されていると思う
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コメント

・自分の（本人の）思いが尊

重されていると思うと感じて

いる(AとB)は、本人、家族と

もに約６割であった。

コメント

・認知症の診断後も様々な技

術を用いて、希望を持って暮

らすことができていると感じ

ている(AとB)は、本人が約７

割であるのに対し、家族は約

５割と差があった。
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